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日米科学技術協力事業「脳研究」分野 

グループ共同研究実施報告書（2017 年度～2019 年度） 

      〔研究分野：疾病の神経生物学〕 

 

１． グループ共同研究代表者 
  福井大学子どものこころの発達研究センター・教授・友田明美 

 

２． 研究課題名 

    児童青年期におけるヒト脳発達に及ぼす影響に関する研究     

 

３． 日本側グループ組織（代表者及び分担者の所属・職・氏名） 

代表者： 福井大学・教授・友田明美 

分担者： 京都大学・教授・明和政子  

分担者： 福井大学・准教授・藤澤隆史 

分担者： 福井大学・特命助教・滝口慎一郎 

分担者： 福井大学・特命助教・水野賀史 

 

４． 米国側グループ組織（代表者及び分担者の所属・職・氏名） 

代表者： カリフォルニア大学サンディエゴ校・教授・Jay Giedd 

分担者： カリフォルニア大学サンディエゴ校・准教授・Ben Maxwell 

   分担者： カリフォルニア大学サンディエゴ校・教授・Tim Brown 

   分担者： コロンビア大学・教授・Nim Tottenham 

分担者： スタンフォード大学・PD研究員・水野賀史 

 分担者： エモリー大学・PD研究員・西谷正太  

 

５． 研究期間 2017 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日 

 

６． 研究の概要，成果及び意義（1000 字） 

1) ヒトの脳は、胎児期、乳幼児期、思春期に爆発的に成長するが、その時期は脆弱な時期でもある。これ

までの脳 MR 画像研究で、ヒト脳の成熟プロセスは比較的に緩徐で前頭前皮質が 20 代後半まで進行する

ことが報告されている。当グループでは、小児期における環境要因ストレスとしての子ども虐待に起因

するアタッチメント障害を有する子どもの脳 MR 画像を取得し、定型発達児を対照に拡散テンソル画像

（DTI）解析を行った。その結果、視床の灰白質容積と視床の白質線維が増加していることを明らかに

した。さらに、RAD 児の問題行動尺度スコアと視床の灰白質容積増加との間に関連性があることがわか

った。アタッチメント障害の病態解明および病態特徴に基づいた治療方針の選択等を目指した臨床応用

への発展に貢献した。 
2) 自閉スペクトラム症と注意欠如多動症の併存患者は、定型発達児よりも左中心後回の脳容積が少ないこ

とを明らかにした。さらに、この異常は児童期と前思春期のみに認められ、思春期では認められなかっ

たことより、左中心後回の成熟遅延に起因する異常な体性感覚が、自閉スペクトラム症と注意欠如多動

症併存患者の中核症状に繋がっている可能性が示唆された。本研究は、診断や評価に資するバイオマー

カーが未確立である発達障害児の脳形態の特色を、脳形態 MR 画像で可視化し脳科学的に立証した。 
3) 虐待などの不適切な養育「マルトリートメント」を受けた子どもの脳に及ぼす影響や、後年への影響が

大きい感受性期、また、脳への影響を媒介するオキシトシン受容体 DNA のメチル化について、米国グ

ループとの共同研究で得られた成果を報告した。 
4) 最終年度に当たる 2019 年度は、シンポジウム形式でこれまで得られた成果の発表を行い活発な討議を行

った（於 コロンビア大学）。 

 

７． その他（実施上の問題点，特記事項等） 

特記事項なし 
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